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国民更生金庫は，改訂物資動員計画（1938 年 6 月）を初めとする大規模
な物資統制により転廃業を余儀なくされた中小商工業者の財産処分および負
債整理等の金融面に対し便宜を与え転廃業を容易ならしめる目的で 1941 年
7 月 22 日に設立された。その機能は転廃業者の営業用資産を業者に代わっ
て売却処分（換金）することが 1 つであるが，その換金するまでの期間，予
想される売却処分価格を限度として業者に転廃業資金を融資することであ















引受件数 引受金額 引受件数 引受金額
1941 年 12 月 7 127 2,917 9,457
1942 年 3 月 18 233 9,136 21,504
6 月 43 683 23,153 53,632
9 月 51 840 31,491 73,106
12 月 54 873 49,730 128,573
1943 年 3 月 54 873 63,207 169,970
6 月 48 1,002 82,164 215,106
9 月 178 1,970 123,694 297,733
12 月 253 2,517 235,359 479,876
1944 年 3 月 254 2,606 316,887 678,587
6 月 294 4,177 413,825 944,568
12 月 351 4,338 652,003 1,763,808
1945 年度 4,659 2,438,509
資料：「国民更生金庫業務概況」各月版，1945 年度は「第七回国民更生金庫評議員会
議議案」の参考資料（国民更生金庫『事業年度業務報告書』大阪 20）。
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表 0－2　国民更生金庫の引受資産・貸付金累計（機械工業）（単位：件，円）
名古屋（a） 名古屋以外（b） 合計（a ＋ b）
引受件数 引受金額 引受件数 引受金額 引受件数 引受金額
1945 年 12 月 7 127,175 0 0 7 127,175
1942 年 1 月 18 232,762 0 0 18 232,762
2 月 18 232,762 0 0 18 232,762
3 月 18 232,762 0 0 18 232,762
4 月 18 232,762 0 0 18 232,762
5 月 18 232,762 0 0 18 232,762
6 月 41 478,761 2 203,882 43 682,643
7 月 47 633,068 2 203,882 49 836,950
8 月 47 614,841 3 206,318 50 821,159
9 月 47 605,193 4 235,039 51 840,232
10 月 47 603,739 4 235,039 51 838,778
11 月 46 602,642 4 235,039 50 837,681
12 月 46 602,642 4 235,039 50 837,681
1943 年 1 月 46 602,642 4 235,039 50 837,681
2 月 46 602,642 4 235,039 50 837,681
3 月 46 602,642 4 235,039 50 837,681
4 月 42 558,533 5 240,570 47 799,103






年 12 月までに，件数で 351 件（全体は 65 万件），金額で 434 万円（全体は
17 億 6,380 万円）と全体と比較すると僅かであった。機械業者の金庫利用が
少ない理由は，他の中小工業の企業整備と異なり，中小機械業者の場合は，
その組織化が政策課題であったからと考えられる。また，表 0－2 に示すよ
















1941 年 11 月 19 日 愛知県転廃業者資産評価委員会開催
1941年12月8日（前後）第 1 次整備（7 件）・・・本所で決裁
1941 年 12 月 27 日 第 2 回（？）愛知県転廃業者資産評価機械専門委員会開催
1942 年 1 月 28 日 第 2 次整備（11 件）・・・本所で決裁
1942 年 3 月 13 日 第 3 回愛知県転廃業者資産評価機械専門委員会開催
1942 年 5 月 13 日 第 4 回愛知県転廃業者資産評価機械専門委員会開催
1942 年 5 月 14 日 第 3 次整備（16 件）・・・本所で決裁
1942 年 6 月 8 日 第 5 回愛知県転廃業者資産評価機械専門委員会開催
1942 年 6 月 10 日 第 4 次（？）整備（7 件）・・本所で決裁
1942 年 7 月 21 日 第 5 次（？）整備（5 件）・・・本所で決裁
1943 年 3 月 13 日 第6回（？）愛知県転廃業者資産評価機械専門委員会開催（9件）
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表 0－4　転廃業の理由と従業員数の推移（単位：人）








機械 1 第 1 次 西村清次 その他 6 5 3
機械 2 第 1 次 山根留吉 人手不足 6 5 3
機械 3 第 1 次 杉浦金二 人手不足・原材料不足 14 9 4
機械 4 第 1 次 櫻井國廣 その他 2 2 2
機械 5 第 1 次 寺西邦清 原材料不足 5 5 4
機械 6 第 1 次 古橋登久 その他 6 4 3
機械 7 第 2 次 片岡徳一 人手不足 4
機械 8 第 2 次 山田春雄 人手不足 3
機械 9 第 2 次 松本清春 人手不足 4 4 2
機械 10 第 2 次 牧原弘 その他 4 4 3
機械 11 第 2 次 横山豊次郎 人手不足 3 2 2
機械 12 第 2 次 石田傳四郎 人手不足 18 15 9
機械 13 第 2 次 杉本○三 人手不足・原材料不足 18 10 6
機械 14 第 2 次 杉本二郎 原材料不足 6
機械 15 第 2 次 木村松雄 人手不足 7 4 3
機械 16 第 2 次 林眞一 原材料不足 10 8 6
機械 17 第 3 次 深民七郎 原材料不足 4
機械 18 第 3 次 佐藤芳松 人手不足・原材料不足 12 8 6
機械 19 第 3 次 三浦末松 人手不足 7
機械 20 第 3 次 渡部權一 人手不足・原材料不足 4
機械 21 第 3 次 富田豊吉 人手不足
機械 22 第 3 次 秋田秀次 その他 3
機械 23 第 3 次 山内誠一 その他 12
機械 24 第 3 次 小島徳次郎 原材料不足 2
機械 25 第 3 次 酒井義高 人手不足・原材料不足 8 12 8
人手不足を理由とする事例（下線）の合計 90(a) 69 43(b)（b/a=47.8％）
資料：前掲『資産引受及び処分関係綴（鉄工）（名古屋）』名古屋 155，同 156。
れ（第 1 節），第 2 節で更生金庫の業務手順を追いながら，営業用資産の評
価額が当時の相場よりも高額であること（甘い評価）を明らかにし，そして，
最後になぜ，業者に対する更生金庫の資産評価が「甘く」なったのか若干考





（注 2）林眞一氏は借入金の用途を当初は退職手当 5,000 円，転職資金 2,000 円，工場・
















機械 1 第 1 次 西村清次 初回借入金の用途は不明 1,000
機械 2 第 1 次 山根留吉 500 1,000 1,500
機械 3 第 1 次 杉浦金二 1,400 600 362 1,386 352 4,100
機械 4 第 1 次 櫻井國廣 556 556
機械 5 第 1 次 寺西邦清 1,000 1,000 2,000
機械 6 第 1 次 古橋登久 1,000 1,000 2,000
機械 7 第 2 次 片岡徳一 1,000 1,000
機械 8 第 2 次 山田春雄 2,119 2,119
機械 9 第 2 次 松本清春 2,127 2,127
機械 10 第 2 次 牧原弘 6,000 6,000
機械 11 第 2 次 横山豊次郎 200 800 1,000
機械 12 第 2 次 石田傳四郎 1,000 1,000 2000 4,000
機械 13 第 2 次 杉本○三 1,500 1,500 3,000
機械 14 第 2 次 杉本二郎 300 500 500 1,300
機械 15 第 2 次 木村松雄 5,000 500 500 6,000
機械 16 第 2 次 林眞一 （注 2）5,000
機械 17 第 3 次 深民七郎 1,000 1,000
機械 18 第 3 次 佐藤芳松 300 800 900 2,000
機械 19 第 3 次 三浦末松 4,500 4,500
機械 20 第 3 次 渡部權一 2,000 2,000 2,500 6,500
機械 21 第 3 次 富田豊吉 8,800 500 9,300
機械 22 第 3 次 秋田秀次 2,900 100 3,000
機械 23 第 3 次 山内誠一 借入希望額なし 0
機械 24 第 3 次 小島徳次郎 借入希望額なし（注 1） 0



















立は，1940 年 10 月の「中小商工業者ニ対スル対策」7）を契機として，まず
40 年 12 月に暫定的に財団法人として発足し（基金 200 万円8）），国民更生金
庫法の発布により翌 41 年 7 月に特殊法人国民更生金庫に改組された（資本
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貸付，繋ぎ資金の貸付，業者の債務の引受補償であった。











口数 金額 口数 金額 口数 金額 口数 金額
引受資産 10,120 23.0 46,012 130.8 264,694 524.7 415,129 1,275.5
引受限度貸付金 9,763 19.6 35,569 116.3 66,795 231.9 3,620 46.1
共助金貸付 3 0.6 155 113.4 707 238.3 1,043 313.8
繋ぎ貸付 0 0 149 5.6 50 6.5 2 0.3
交付金 0.1 12.9 296.5 1,229.7
処分物件引受額 5,108 63,946 329.6 539.9
処分価格 1,294 14,424 100.3 122.0
差損額 3,814 49,522 229.3 417.9









口数 金額 口数 金額 口数 金額 口数 金額
引受資産 257,736 484.5 118,774 154.8 6 0.1 1,112,471 2,593.6
引受限度貸付金 0 0.1 0 0 0 0 115,748 413.9
共助金貸付 227 83.3 8 2.3 0 0 2,143 749.8
繋ぎ貸付 0 0 0 0 0 0 201 1.2
交付金 468.9 158.9 46.6 2,167.0
処分物件引受額 1,188.0 304.3 137.1 2,568.0
処分価格 160.7 27.6 23.5 449.9
差損額 1,027.3 276.7 113.5 2,118.1
損失発生率（％） 86.5％ 90.9％ 82.8％ 82.5％
資料：山崎志郎「戦時中小商工業整備の展開と国民更生金庫」『戦時中小企業整備資料』
現代資料出版，2004 年，p.29。原資料は国民更生金庫『事業年度業務報告書』第 1 期
～ 7 期。


























































機械の経過年 公定価格との割合 機械の経過年 公定価格との割合
1 年 公定価格の 97.2％ 1 年 公定価格の 97.0％
2 年 ・・・・・94.3％ 2 年 ・・・・・94.0％
3 年 ・・・・・91.5％ 3 年 ・・・・・91.0％
4 年 ・・・・・88.7％ 4 年 ・・・・・88.0％
5 年 ・・・・・85.8％ 5 年 ・・・・・85.0％
6 年 ・・・・・83.0％ 6 年 ・・・・・82.0％
7 年 ・・・・・80.2％ 7 年 ・・・・・79.0％
8 年 ・・・・・77.3％ 8 年 ・・・・・76.0％
9 年 ・・・・・74.5％ 9 年 ・・・・・73.0％












の約 140％で，委託者は中古品を購入価格の 4 割増で金庫に売却している20）。
（c）評価額と処分価格（表 2－3）
ここでも，同様に機械業者について評価額の総和と金庫の処分価格の総和





—  42  —
企業整備における国民更生金庫の役割―戦時期名古屋の機械工業を中心に―（池元）
表 2－2　評価額と委託者購入価格の割合（単位：円）
引受番号 整備回数 委託者 委託者購入額合計（a）
評価額合計
（b） （b）／（a）
機械 1 第 1 次 西村清次 1,002 2,198 219.4％
機械 2 第 1 次 山根留吉 不明
機械 3 第 1 次 杉浦金二 4,362 8,445 193.6％
機械 4 第 1 次 櫻井國廣 400 557 139.3％
機械 5 第 1 次 寺西邦清 2,705 8,203 303.3％
機械 6 第 1 次 古橋登久 3,303 5,656 171.2％
機械 7 第 2 次 片岡徳一 2,640 3,392 128.5％
機械 8 第 2 次 山田春雄 1,145 1,771 154.7％
機械 9 第 2 次 松本清春 2,138 1,552 72.6％
機械 10 第 2 次 牧原弘 4,635 4,928 106.3％
機械 11 第 2 次 横山豊次郎 不明
機械 12 第 2 次 石田傳四郎 5,750 12,053 209.6％
機械 13 第 2 次 杉本○三 13,005 18,190 139.9％
機械 14 第 2 次 杉本二郎 2,430 4,319 177.7％
機械 15 第 2 次 木村松雄 5,438 5,578 102.6％
機械 16 第 2 次 林眞一
機械 17 第 3 次 深民七郎 790 810 102.5％
機械 18 第 3 次 佐藤芳松 不明
機械 19 第 3 次 三浦末松 4,468 4,084 91.4％
機械 20 第 3 次 渡部權一 4,700 4,741 100.9％
機械 21 第 3 次 富田豊吉
機械 22 第 3 次 秋田秀次 4,518 5,850 129.5％
機械 23 第 3 次 山内誠一 7,932 6,820 86.0％
機械 24 第 3 次 小島徳次郎 不明
機械 25 第 3 次 酒井義高 不明
合計 71,361 99,147 138.9％
資料：前掲『資産引受及び処分関係書綴（鉄工）』名古屋 155，同 156。
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表 2－3　評価額と処分価格の割合（単位：円）
引受番号 整備回数 名前 評価額合計（a）
処分価格
（b） （a）／（b）
機械 1 第 1 次 西村清次 2,298 1,568 146.6％
機械 2 第 1 次 山根留吉 3,194 3,229 98.9％
機械 3 第 1 次 杉浦金二 8,445 5,860 144.1％
機械 4 第 1 次 櫻井國廣 557 146 381.5％
機械 5 第 1 次 寺西邦清 8,331 5,881 141.7％
機械 6 第 1 次 古橋登久 5,656 3,058 185.0％
機械 7 第 2 次 片岡徳一 3,392 2,571 131.9％
機械 8 第 2 次 山田春雄 1,929 1,716 112.4％
機械 9 第 2 次 松本清春 1,552 1,150 135.0％
機械 10 第 2 次 牧原弘 4,928 2,817 174.9％
機械 11 第 2 次 横山豊次郎
機械 12 第 2 次 石田傳四郎 12,052 8,285 145.5％
機械 13 第 2 次 杉本○三 18,190 17,901 101.6％
機械 14 第 2 次 杉本二郎 4,319 4,819 89.6％
機械 15 第 2 次 木村松雄 5,742 4,564 125.8％
機械 16 第 2 次 林眞一
機械 17 第 3 次 深民七郎 1,124 742 151.5％
機械 18 第 3 次 佐藤芳松
機械 19 第 3 次 三浦末松 4,084 2,900 140.8％
機械 20 第 3 次 渡部權一 6,447 4,697 137.3％
機械 21 第 3 次 富田豊吉
機械 22 第 3 次 秋田秀次 5,688 4,909 115.9％
機械 23 第 3 次 山内誠一 6,943 4,340 160.0％
機械 24 第 3 次 小島徳次郎
機械 25 第 3 次 酒井義高










支所長の権限で分割貸付され期間は 1 年間，利率 3 割 4 厘である。ここでは，



















機械 1 1 次 西村清次 1,000 5,201 41/08/15 41/09/25
機械 2 1 次 山根留吉 1,500 9,430 41/10/08 41/10/08
機械 3 1 次 杉浦金二 4,000 9,913 41/09/10 41/09/19
機械 4 1 次 櫻井國廣 800 556 41/11/06 41/10/03
機械 5 1 次 寺西邦清 2,000 10,402 41/09/06 41/10/01 申込書上で 7,000 円
から 2,000 円に訂正
機械 6 1 次 古橋登久 2,000 7,291 不明 41/09/27 申込書上で 3,250 円
から 2,000 円に訂正
機械 7 2 次 片岡徳一 1,000 4,716 41/12/01 41/12/01
機械 8 2 次 山田春雄 不明 2,119( 注 2) 不明 41/11/21 応召中，希望額の
記述なし実績 2,119
円
機械 9 2 次 松本清春 3,000 2,127 41/11/21 41/11/27 応 召 中， 希 望 額
2,127 円に変更
機械 10 2 次 牧原弘 7,500 6,925 41/11/04 41/11/04 希望額を 6,000 円に
変更
機械 11 2 次 横山豊次郎 1,000 2,937 不明 41/11/28 応召中，希望額を
2,937 円に変更
機械 12 2 次 石田傳四郎 3,600 20,097 41/11/28 41/11/28 希望額を 4,000 円に
変更
機械 13 2 次 杉本○三 3,000 22,743 41/11/29 41/11/24 申込書上で？円か
ら 3,000 円に訂正
機械 14 2 次 杉本二郎 1,300 5,589 41/11/22 41/11/22
機械 15 2 次 木村松雄 6,000 9,438 不明 41/10/29
機械 16 2 次 林眞一 12,000 15,539 41/11/?? 41/11/17 希望額を 5,000 円に
変更
機械 17 3 次 深民七郎 1,000 1,592 42/01/?? 42/01/26 申 込 書 上 で「 壱
百 五 拾 圓 」（1,500
円か？）から 1,000
円（4/14）に訂正
機械 18 3 次 佐藤芳松 2,000 7,541 41/01/21 41/01/21
機械 19 3 次 三浦末松 4,500 7,205 42/01/23 42/01/23 応召中
機械 20 3 次 渡部權一 8,000 8,391 42/02/03 42/02/02 希望額を 6,500 円に
変更
機械 21 3 次 富田豊吉 11,600 11,617 42/02/09 42/02/09 希望額を 9，300 円
に変更
機械 22 3 次 秋田秀次 3,000 6,373 42/02/13 42/02/07 申込書上で 2,900 円
から 3,000 円に訂正
機械 23 3 次 山内誠一 7,712（注 2） 不明 42/02/09 希望額なし
機械 24 3 次 小島徳次郎 17,335（注 2） 42/02/10 42/02/10 希望額なし
機械 25 3 次 酒井義高 11,000 9,202 42/03/13 42/01/30 希望額を 7,500 円に
変更
合計（注 2） 90 ,800
（a）
184,825（b） b ／ a ＝ 203.6％














者）に評価額の 5 割程度で即時売却処分される。具体的には，例えば，表 2
－5 で，三浦末松（機械 19）による工場への改修費を 344 円と評価した更生
表 2－5　建物造作の評価額と処分価格（単位：円）
引受番号 整備回数 名前 建物造作の評価額 買戻処分額 差額
機械 7 第 2 次 片岡徳一 160 80 80
機械 8 第 2 次 山田春雄 80 40 40
機械 10 第 2 次 牧原弘 280 140 140
機械 11 第 2 次 横山豊次郎 460 230 230
機械 14 第 2 次 杉本二郎 460 230 230
機械 15 第 2 次 木村松雄 436 218 218
機械 17 第 3 次 深民七郎 192 96 96
機械 19 第 3 次 三浦末松 344 172 172
機械 20 第 3 次 渡部權一 160 80 80
機械 21 第 3 次 富田豊吉 440 220 220
機械 25 第 3 次 酒井義高 440 208 232
資料：前掲『資産引受及び処分関係綴（鉄工）』名古屋 155，同 156。
—  46  —
企業整備における国民更生金庫の役割―戦時期名古屋の機械工業を中心に―（池元）









































1 英式 4 尺旋盤 200 580 700（765） 765 愛知航空機
2 米式 4 尺旋盤 350 570 220 450 村上鉄工
3 英式 8 尺旋盤 350 1,372 450 550 日本楽器
4 英式 6 尺旋盤 450 1,596 350 700 日本楽器
5 英式 4 尺 5 寸旋盤 650 701 180 400 日本精工
6 英式 6 尺旋盤 300 1,280 350 700 日本楽器
7 英式 6 尺旋盤 400 1,144 200 350 日本楽器
8 米式 4 尺 5 寸旋盤 350 570 180 250 石川鉄工
9 米式 4 尺 5 寸旋盤 350 570 180 400 日本精工
10 2 尺 5 寸卓上旋盤 270 201 65 250 河村重工業
11 2 尺 5 寸卓上旋盤 270 201 65 160 小塩製作所
12 2 尺 5 寸卓上旋盤 200 115 100（210） 200 日本特殊陶業
13 2 尺 5 寸卓上旋盤 150 109 75（210） 210 田口航空
14 24 吋セーパー 950 2,215 800 2,200 荒井製作所
15 卓上フライス盤 40 144 200（500） 200 日本特殊陶業
16 80
17 50
18 6 吋卓上ボール盤 15 31 31
19 6 吋ボール盤 15 43 43
20 8 吋枝型ボール盤 50 55 55 住友通信工業
21 50
22 12 吋研磨盤 30 35 32
23 6 吋研磨盤 10 17 15
24 7･1/2HP モーター 250 228 264 264 尾張時計
25 ベルト掛鋸盤 100 278 40 60 河合楽器
26 10
資料：前掲『資産引受及び処分関係綴（鉄工）』名古屋 155，同 156。


















































工業者ニ対スル対策」，1940 年 10 月閣議決定）。
 8） 基金の内訳は，全国金融協議会寄付 100 万円，政府補助金 100 万円であった。
 9） 更生金庫の当初の予想は，業者総数約 170 万の内，金庫の扱うべき転廃業者を










 12）  機械工具等の引受資産の保管に関して，1942 年 1 月までは，まだ，倉庫を借用














 15 ） 例えば，名古屋の機械業者，西村清次の場合は，営業権評価額＝ 710 円（年平均




 18） 例えば，西村清次の 4.5 尺旋盤（佐藤鉄工製）（1938 年 6 月取得または製造，取
得価格 350 円，41 年 9 月調査，損傷の程度「普通」）の場合は，機械評価額＝基


























—  51  —
企業整備における国民更生金庫の役割―戦時期名古屋の機械工業を中心に―（池元）
 23） 委託者の初回借入金（実績）の用途については，前出の表 0－5 にあるように負
債の返還（48.9％）であった。
 24） ただし，委託者が営業用について，自己評価以下の金額を初回の借入希望額とし
た可能性も考えられる。
 25） 前掲「戦時期日本におけるタクシー業の整備・統合過程　『国民更生金庫』との
関わりを中心に」pp.88-89，注 59。
 26） 金庫の甘い評価について，資源動員を目的に業者の転廃業を促したと考えるのは，
無理があるように思われる。確かに甘い評価により資源を回収しやすくなるが，
その資源に対してコストが増加し，市場価格より高額になった可能性もある（ま
た，資源動員が目的ならば廃業させる必要はない）。また，金庫が扱った業界の
中には菓子業界のように人的資源以外には無いものもある。金庫の主目的は転廃
業の促進（そのための甘い評価）であり，副次的な目的として戦時動員と考えら
れる。
